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定　時　総　会　開　催定　時　総　会　開　催
　

令
和
６
年
度
定
時
総
会
が
、
６
月
20

日
リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
賓
に
小
川
町
長  

島
田
康
弘
様
、小

川
町
議
会
議
長  
髙
橋
功
人
様
を
お
迎

え
し
、
ご
祝
辞
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
は
、
理
事
長
の
開
会
宣
言

に
続
き
、
笠
原
事
務
局
長
よ
り
、
出
席

会
員
数
（
委
任
状
及
び
議
決
権
行
使
書

を
含
む
）
が
184
名
で
定
足
数
を
満
た
し
、

総
会
が
成
立
し
た
旨
の
宣
言
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
長
に
中
西
副
理
事
長
が
選
出
さ
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
報
告
事
項
と
し
て
、
令
和

５
年
度
補
正
予
算
、
監
査
報
告
、
令
和

５
年
度
事
業
報
告
、
令
和
６
年
度
事
業

計
画
及
び
令
和
６
年
度
収
支
予
算
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
議
案
と
し
て
令
和
５
年
度
収
支

決
算
に
つ
い
て
、
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
日
、
こ
こ
に
、
令
和
６
年
度
公
益

社
団
法
人
小
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
定
時
総
会
が
、
ご
列
席
の
皆
様
方

の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
開
催
で
き
ま

す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
公
務
ご
多
用

の
中
、
小
川
町
長  
島
田
康
弘
様
、
小
川

町
議
会
議
長  

高
橋
功
人
様
に
ご
臨
席

を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
に
お
け
る
社
会
参
加
や
健
康
の
維

持
、
そ
し
て
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
実

現
の
た
め
、
活
躍
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
継
続
し
て
「
就
業
と
生
活
の

調
和
」
を
維
持
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
２
年
に
高
齢
者

の
「
生
き
が
い
と
自
立
」
の
た
め
、
任

意
団
体
で
あ
る
小
川
町
高
齢
者
事
業
団

と
し
て
発
足
し
、
平
成
14
年
に
は
法
人

格
を
有
し
た
社
団
法
人
と
し
て
設
立
さ

れ
、
平
成
24
年
に
は
公
益
法
人
へ
と
移

行
し
、
公
益
的
か
つ
公
共
的
な
法
人
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

設
立
当
初
、
会
員
数
45
名
、
受
託
事

業
収
益
622
万
円
で
し
た
が
、
令
和
５
年

度
末
現
在
で
は
、
会
員
数
250
名
、
受
託

事
業
収
益
は
１
億
840
万
円
と
大
き
く
進

展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
数
年
前
を
ピ
ー
ク

に
会
員
及
び
受
託
事
業
収
益
は
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
長
引
く
景
気

の
低
迷
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
定
年
延

長
な
ど
が
、
就
業
機
会
や
会
員
の
入
会

に
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

就
業
機
会
の
確
保
と
会
員
増
強
は
、

シ
ル
バ
ー
事
業
の
根
幹
で
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
取
組
み
で
あ
り
、
普
及
啓

発
活
動
や
町
内
各
事
業
所
を
個
別
訪
問

す
る
な
ど
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
少
し
で
も
減
少
を
食
い
止
め

る
べ
く
施
策
を
粘
り
強
く
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
会
員
の
増
強
、
就
業
機

会
の
確
保
に
加
え
、
安
全
適
正
就
業
に

重
点
を
置
い
て
事
業
運
営
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

「
安
全
は
す
べ
て
を
優
先
す
る
」
と
の

考
え
の
も
と
、
特
に
緑
地
作
業
に
お
い

て
は
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
熱
中
症
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令
和
６
年
度
定
時
総
会
が
、
６
月
20

日
リ
リ
ッ
ク
お
が
わ
で
開
催
さ
れ
ま
し

定
時
総
会
概
要

警
戒
ア
ラ
ー
ト
指
標
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い

と
予
測
さ
れ
る
日
は
、
屋
外
作
業
を
中

止
す
る
な
ど
、
会
員
の
安
全
な
就
業
環

境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
就
業
へ
の
意
識
の
向
上
、

事
故
抑
止
効
果
の
向
上
の
た
め
に
免
責

額
、
並
び
に
事
故
修
繕
費
の
一
部
を
会

員
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

次
に
適
正
就
業
の
観
点
か
ら
、
請
負

と
派
遣
の
ど
ち
ら
が
適
正
な
就
業
形
態

か
を
見
直
し
、
必
要
に
応
じ
て
派
遣
契

約
へ
の
切
り
替
え
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
働
き
方
が
多
様
化
し
て
き

て
い
る
現
在
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
保
護

す
る
法
律
が
11
月
よ
り
施
行
さ
れ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

請
負
で
働
く
多
く
の
会
員
は
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
に
該
当
し
ま
す
の
で
、
今
後
、
新

し
い
契
約
方
法
に
移
行
す
る
と
同
時
に
、

非
効
率
な
業
務
運
営
改
善
の
た
め
、
事

務
処
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
会
員
の

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
役
職
員
一
同
、

健
全
な
事
業
運
営
と
地
域
の
方
か
ら
信

頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

目
指
し
、
事
業
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

て
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
挨
拶

理事長
岸野　敏彦



各
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

小
川
町
長
の
島
田
康
弘
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
度
、
令
和
6
年
度
小
川
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の
開

催
に
あ
た
り
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
行
政
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

小
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
は
、
多
種
多
様
な
就
業
機
会
の

提
供
や
各
種
講
習
会
の
実
施
を
通
じ
て
、

安
全
意
識
と
技
能
の
向
上
に
貢
献
し
て

い
た
だ
き
、
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
岸
野
理
事
長
を
は
じ

め
、
役
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
で

あ
り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後

と
も
、
生
涯
現
役
で
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
ご
尽
力
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
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よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

来
賓
祝
辞

小川町長
島田　康弘

来
賓
祝
辞

議会議長
髙橋　功人

重
要
な
も
の
に
し
て
い
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
日
の
総
会
が
実
り
多
い

も
の
と
な
り
、
今
後
の
活
動
が
さ
ら
に

充
実
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
川
町
議
会
を
代
表
し
て
お
祝
い
の

こ
と
ば
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

日
本
中
の
人
々
に
愛
さ
れ
る
童
謡
の

一
つ
に
「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
歌
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
が
口
ず
さ
む

歌
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
３
番
は
「
志

を
果
た
し
て
い
つ
の
日
に
か
帰
ら
ん
。

山
は
青
き
ふ
る
さ
と
、
水
は
清
き
ふ
る

さ
と
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
の

心
の
奥
深
く
に
共
通
す
る
願
い
で
あ
り

ま
す
。

　

人
生
の
志
を
果
た
せ
た
と
い
え
る
人

は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

人
間
の
一
生
の
中
で
高
齢
に
達
し
た
時
、

自
分
の
育
っ
た
ふ
る
さ
と
や
生
活
す
る

町
で
、
人
々
に
喜
ば
れ
感
謝
さ
れ
る
仕

  

議
会
議
長
祝
辞

事
（
活
動
）
が
で
き
る
こ
と
は
最
高
の

幸
せ
な
時
間
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

働
く
こ
と
は
、
は
た
の
人
を
楽
に
す
る

こ
と
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
方
々
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
は

大
変
尊
い
生
き
方
だ
と
存
じ
ま
す
。

　

当
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
、
小
川

町
の
60
歳
以
上
の
人
口
の
２
パ
ー
セ
ン

ト
近
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

100
人
に
２
人
は
会
員
と
い
う
こ
と
で
す
。

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　

小
川
町
は
自
然
・
歴
史
・
文
化
、
そ

し
て
人
間
性
豊
か
な
人
々
が
生
活
す
る

故
郷
で
す
。
私
は
、
皆
さ
ん
が
、
培
っ

た
様
々
な
知
識
や
技
術
や
経
験
を
基
に
、

小
川
の
地
で
引
き
続
き
様
々
な
活
動
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

少
子
化
や
人
口
減
少
の
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
皆
さ
ん
が
仕
事
や
様
々
な
活
動
を

す
る
姿
は
、
必
ず
次
代
の
人
々
の
生
き

方
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
思
い

ま
す
。
町
や
地
域
の
課
題
解
決
に
は
皆

様
の
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

結
び
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
自
主
・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
理
念
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
ご
健
勝
で
ご
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
本
総
会
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
岸
野
理
事
長
を
は
じ

め
役
員
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

を
申
し
上
げ
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い
た

し
ま
す
。

響
が
和
ら
ぐ
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
積
極
的
に
活
動
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
5
年

度
の
事
業
報
告
を
拝
見
し
、
困
難
を
乗

り
越
え
た
努
力
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
や
最
低
賃
金

の
上
昇
に
よ
る
影
響
が
あ
る
中
、
派
遣

事
業
の
受
注
件
数
増
加
に
よ
る
総
契
約

金
額
の
増
は
、
皆
様
の
不
断
の
努
力
の

賜
物
で
す
。

　

ま
た
、
第
二
期
中
期
計
画
に
基
づ
く

「
会
員
数
の
確
保
」
「
就
業
開
拓
の
充

実
と
適
正
就
業
」
「
安
全
就
業
の
充
実
」

「
安
定
か
つ
持
続
的
な
事
業
運
営
の
推

進
」
「
会
員
の
交
流
・
親
睦
活
動
及
び

社
会
貢
献
活
動
の
促
進
」
と
い
う
基
本

目
標
を
掲
げ
、
具
体
的
な
事
業
を
着
実

に
推
進
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

特
に
会
員
数
の
確
保
に
関
し
て
は
、

入
会
説
明
会
の
開
催
や
会
員
拡
大
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
取
り
組
み
を
続
け
ら

れ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
会
員
増
強
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
共
機
関
や
民
間
事
業
所
、
個
人
家

庭
へ
の
幅
広
い
就
業
活
動
、
地
域
社
会

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
各
種
講
習

会
の
実
施
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業

内
容
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
活
動
が
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
一
層

町
長
祝
辞



　

会
員
と
し
て
、
豊
か
な
経
験
と
知
識

を
発
揮
し
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
入
会
後
20
年
・
15
年
・
10

年
を
経
た
方
々
及
び
役
員
と
し
て
任
期

２
期
４
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
て
退
任

さ
れ
た
方
々
の
業
績
に
対
し
表
彰
状
並

び
に
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
の
皆
様
、
今
後
も
さ
ら
な
る

活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
会
員
表
彰
】

　

入
会
後
20
年
を
経
た
会
員

　
　

田
端　

進

　
入
会
後
15
年
を
経
た
会
員

　
　

熊
野　

政
典　
　

安
藤　

善
之

　
　

阿
久
澤　

千
代
三

　
入
会
後
10
年
を
経
た
会
員

　
　

尾
上　

栄
治　
　

松
本　

富
佐
江

　
　

山
口　

昇　
　
　

渡
邉　

八
重
子

　
　

吉
田　

良
子　
　

新
井　

文
雄

　
　

小
林　

喜
恵　
　

河
原　

秀
雄

　
　

佐
藤　

良
行　
　

清
野　

成
海

　
　

新
井　

靖
昌　
　

川
島　

す
み　

　
　

千
野　

幸
次
郎　

田
沢　

咲
代
子

【
役
員
表
彰
】

　
役
員
と
し
て
2
期
以
上
そ
の
職
に
あ

　
り
退
任
し
た
者

　
　

山
口　

孝
二　
　

吉
澤　

章
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総
会
に
お
い
て
、
新
た
に
役
員
に
選

任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　

保
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
上　

真
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
黒　

房
男

　
　【

退
任
さ
れ
た
役
員
】

　

退
任
さ
れ
た
理
事
並
び
に
監
事
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
ご
尽
力
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

理
事

　

山
口　

孝
二　
　

島
田　

真
也

監
事

　

吉
澤　

章

会
員
と
し
て
、
豊
か
な
経
験
と
知
識

を
発
揮
し
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
振
興
に

任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
12
名
の
役
員
が

再
任
さ
れ
、
新
た
に
３
名
の
役
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
理
事

　

岸
野　

敏
彦　
　

理　

事　

長

代
表
理
事

　

中
西　

貞
夫　
　

副 

理 

事 

長

理
事

　

石
塚　

守　
　
　

区
長
会
会
長

　

田
端　

大
久
實　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

　

池
上　

真
矢　
　

行　
　
　
　

政

　

鷹
尾　

民
江　
　

広　

報　

担　

当

　

川
品　

健　
　
　

職
域
班
担
当

　

吉
野　

光
男　
　

福
利
厚
生
担
当

　

大
戸　

利
子　
　

福
利
厚
生
担
当

　

峯　
　

保
男　
　

福
利
厚
生
担
当

　

檜
山　

憲
二　
　

安
全
適
正
担
当

　

福
村　

直
人　
　

安
全
適
正
担
当

専
務
理
事

　

笠
原　

修
一　
　

事
務
局
長

監
事

　

友
重　

陽
博

　

江
黒　

房
男

　

総
会
に
お
い
て
、
新
た
に
役
員
に
選

任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　

総
会
に
お
い
て
、
新
た
に
役
員
に
選

任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

新
役
員
の
紹
介

会
員
と
し
て
、
豊
か
な
経
験
と
知
識

を
発
揮
し
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
振
興
に

表
　
　
彰

役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

　

令
和
５
年
10
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
等
に
よ
る
事
務

費
の
引
き
上
げ
、
最
低
賃
金
の
上
昇
に

伴
う
契
約
金
額
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
契

約
件
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、

派
遣
の
受
注
件
数
の
増
加
に
よ
り
、
契

約
金
額
に
お
い
て
は
令
和
４
年
度
と
比

べ
微
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
３
月
末
の
会
員
数
は
、
250

人
で
前
年
度
比
７
人
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
就
業
率
は
、
81.6
％
で
前
年
度

比
1.44
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

年
間
受
託
件
数
は
、
請
負
か
ら
派
遣
へ

の
切
り
替
え
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
請

負
で
は
25
件
の
減
少
、
派
遣
に
お
い
て

は
８
件
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
平
均
年
齢
は
、
73.3
歳
と
昨
年

よ
り
0.2
歳
、
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

財
政
運
営
面
で
は
、
受
託
事
業
収
益

や
受
取
補
助
金
等
の
減
に
よ
り
、
経
常

収
益
計
が
前
年
度
を
下
回
り
、
経
常
収

益
か
ら
経
常
費
用
を
除
し
た
当
期
経
常

増
減
額
も
若
干
の
損
失
と
な
り
ま
し
た
。

新新新
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総
会
に
お
い
て
、
新
た
に
役
員
に
選

　

総
会
に
お
い
て
、
新
た
に
役
員
に
選

令
和
５
年
10
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
等
に
よ
る
事
務

令
和
5
年
度
事
業
実
績
の
概
要



令和５年度　事業実績の概要
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令和５年度　正味財産増減計算書比較表
　　　　科　　目
経常増減の部
経常収益
　　受託事業収益
　　労働者派遣事業受託収益
　　受取会費
　　受取補助金 等
　　その他収益
　　経常収益合計
経常費用
　　事業費
　　管理費
　　経常費用合計
当期経常増減額
経常外増減の部
経常外増減額
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
正味財産期末残高

　　　　５年度  

108,428
1,690

496
19,545

83
130,242

126,977
4,550

131,527
-1,285

1,004
-281

18,175
17,894

　　　　４年度  

112,985
786
510

19,800
81

134,162

129,744
4,647

134,391
-229

0
-229

18,404
18,175

　　　　前年比  

△ 4,557
904

△ 14
△ 255

2
△ 3,920

△ 2,767
△ 97

△ 2,864
△ 1,056

1,004
△ 52

△ 229
△ 281

（単位:千円）

会員の年齢別、男女別の状況 （令和６年３月末現在）

入退会者の状況 （人）

請負事業実績（受託先別）

派遣事業実績

　 年齢
性別 　

　
男
女
計

60歳～64歳 65歳～69歳 70歳～74歳 75歳～79歳 80歳以上 計 平均
年齢

人
３
３
６

％
1.60
4.76
2.40

人
４０
１１
５１

％
21.39
17.46
20.40

人
７５
２６

１０１

％
40.11
41.27
40.40

人
４５
１５
６０

％
24.06
23.81
24.00

人
２４

８
３２

％
12.84
12.70
12.80

人
１８７

６３
２５０

％
100
100
100

歳
73.3
73.3
73.3

令和５年４月当初会員数 入会者数 退会者数 令和６年３月末会員数
男

192
女
65

計
257

男
24

女
8

計
32

男
29

女
10

計
39

男
187

女
63

計
250

　　　区分
年度　　　
令和５年度
令和４年度

前年比

　　　
　　　

令和５年度
令和４年度

前年比

受注件数（件）
30
22
8

延人数（人）
3,172
1,880
1,292

契約金額（円)
19,805,930
11,157,587
8,648,343

　　　
公 共
74
75
△1

　　　
 公 共

43,196,296
41,235,362
1,960,934

　　　
民 間
140
170
△30

　　　
個 人
1,100
1,094

6

　　　
計

1,314
1,339
△25

　　　
民 間

35,679,490
44,421,021
△8,741,531

　　　
個 人

29,552,362
27,329,022
2,223,340

　　　
計

108,428,148
112,985,405
△4,557,257

契約件数（件）  　　契約金額（円）



第43号 シルバーおがわ ●６●

　

開
催
日　

令
和
６
年
１
月
26
日

一
、
議
　
事

　

(1)
専
決
処
分
承
認
の
件

　
　

職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正
規
程

　

(2)
理
事
会
の
権
限
に
属
す
る
事
項
の

　
　

一
部
を
理
事
長
に
委
任
す
る
規
程

　

(3)
令
和
５
年
度
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

(4)
新
会
員
の
承
認
の
件

二
、
報
告
事
項

　

(1)
令
和
６
年
度
民
間
・
公
共
施
設
就

　
　

業
者
の
募
集
に
つ
い
て

　

(2)
各
委
員
会
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

　

開
催
日　

令
和
６
年
３
月
22
日

一
、
議
　
事

　

(1)
専
決
処
分
承
認
の
件

　
　

役
員
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
す
る
件

　

(2)
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正
す

　
　

る
規
程

　

(3)
令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
件

　

(4)
令
和
６
年
度
収
支
予
算
の
件

　

(5)
利
益
相
反
取
引
の
件

　

(6)
会
計
関
係
書
類
を
処
分
す
る
件

二
、
協
議
事
項

　

(1)
賠
償
責
任
保
険
に
お
け
る
免
責
金

　
　

額
の
会
員
負
担
に
つ
い
て

三
、
報
告
事
項

　

(1)
薬
剤
散
布
作
業
の
受
注
中
止
に
つ
い
て

　

(2)
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
専
務
理

　
　

事
の
職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

開
催
日

令
和
６
年
１
月
26
日

理
事
会
報
告

事
務
局
だ
よ
り

　

(3)
継
続
就
業
会
員
の
期
限
満
了
に
伴

　
　

う
就
業
者
の
決
定
に
つ
い
て

　

(4)
令
和
５
年
度
お
客
様
満
足
度
調
査

　
　

に
つ
い
て

　

(5)
新
会
員
の
入
会
に
つ
い
て

　

開
催
日　

令
和
６
年
５
月
24
日

一
、
議
　
事

　

(1)
専
決
処
分
承
認
の
件

　
　

令
和
５
年
度
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

(2)
令
和
５
年
度
事
業
報
告
の
件

　

(3)
令
和
５
年
度
収
支
決
算
の
件

　

(4)
令
和
６
年
度
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

(5)
役
員
の
選
任
の
件

　

(6)
令
和
６
年
度
定
時
総
会
開
催
の
件

　

(7)
表
彰
者
の
承
認
を
求
め
る
件

二
、
報
告
事
項

　

(1)
利
益
相
反
取
引
の
報
告
に
つ
い
て

　

(2)
新
会
員
の
入
会
に
つ
い
て

　

(3)
賛
助
会
員
の
入
会
に
つ
い
て

入
会
説
明
会

　

開
催
日　

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日

　

時
　
間　

午
前
10
時
か
ら

　

場
　
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所　

２
階

※

８
月
の
み
８
／
６
・
８
／
27

※

小
川
町
在
住
で
60
歳
以
上
の
健
康
で

　

働
く
意
欲
の
あ
る
方

　

特
に
女
性
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し

　

て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
作
業
者
の
安
全

に
配
慮
し
、
熱
中
症
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
暑
さ
指
数 (※

) 

を
参
考
に
し

て
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い

と
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
植
木
剪
定
、

草
刈
り
及
び
草
取
り
な
ど
の
屋
外
作
業

を
昨
年
度
に
引
続
き
中
止
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

※

暑
さ
指
数
と
は
、
環
境
省
よ
り
発
表

　

さ
れ
て
お
り
、
気
温
だ
け
で
な
く
汗

　

の
蒸
発
に
関
係
す
る
湿
度
、
日
射
・

　

照
り
返
し
な
ど
の
輻
射
熱
を
取
り
入

　

れ
た
熱
ス
ト
レ
ス
を
表
す
指
数
で
す
。

　

気
温
と
異
な
り
、
人
体
と
外
気
と
の

　

熱
収
支
に
着
目
し
た
指
標
で
労
働
環

　

境
や
運
動
環
境
の
指
針
と
さ
れ
て
い

　

ま
す
。

※
警
戒
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
暑
さ
指
数
に

　

基
づ
き
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め

　

て
高
い
暑
熱
環
境
が
予
測
さ
れ
る
際

　

に
発
表
さ
れ
、
国
民
の
熱
中
症
予
防

　

行
動
を
効
果
的
に
促
す
た
め
の
情
報

　

で
す
。

熱
中
症
の
危
険
性
が
極
め
て

高
い
と
予
測
さ
れ
る
日
は
屋

外
作
業
を
中
止
し
ま
す

日
頃
か
ら
熱
中
症
に
対
す
る
備
え
を
万

全
に
し
ま
し
ょ
う

〇
十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

　
事
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

〇
こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分
補
給
・
塩
分

　
補
給
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

〇
就
業
に
あ
た
っ
て
は
無
理
を
し
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。

暑さ指数

極端な高温の予測　　　特別警戒アラート

３３以上

３１以上

２８以上（厳重警戒）

２５以上（警戒）

２１以上（注意）

　　　　　　　　　　　※環境省の熱中症環境保健マニュアル２０２２などに基づく

３３以上　　　　　　　警戒アラート

３１以上　　　　　　　外出はなるべく避ける。運動は原則中止。

２８以上（厳重警戒）　外出時は炎天下を避ける。激しい運動は中止。

２５以上（警戒）　　　激しい運動では約30分ごとに休憩。

２１以上（注意）　　　運動時に死亡事故が起きる可能性がある。積極的な水分補給。

　　　　　　　　　　　※環境省の熱中症環境保健マニュアル２０２２などに基づく



契
約
方
法
の
見
直
し
と
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
新
法
に
つ
い
て

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
（
特
定
受
託
事
業

者
に
係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
）
が
令
和
６
年
秋
に
施
行
さ
れ
る

見
込
み
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
事
業
に
お
い
て
、
請
負
で

働
く
多
く
の
会
員
は
、
個
人
事
業
主

（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
ま
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
が
施
行

さ
れ
る
と
、
セ
ン
タ
ー
は
会
員
に
仕
事

の
内
容
、
報
酬
な
ど
就
業
条
件
を
書
面

や
電
磁
的
記
録
に
よ
り
明
示
す
る
こ
と

の
義
務
付
け
な
ど
、
取
引
の
適
正
化
や

就
業
環
境
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
は
、
シ
ル
バ
ー

事
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に

な
る
た
め
、
国
や
全
国
シ
ル
バ
ー
協
会

が
中
心
に
な
り
、
発
注
者
、
セ
ン
タ
ー
、

会
員
の
三
者
間
を
包
括
し
た
契
約
へ
移

行
す
る
こ
と
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
新
し
い
契
約

方
法
へ
の
移
行
時
期
な
ど
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
セ
ン
タ
ー
が
業
務
を
お
受
け
し
、

会
員
が
そ
の
業
務
を
行
う
手
続
き
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
へ
の
対
応
（
業

務
内
容
、
報
酬
の
額
な
ど
の
就
業
条
件

の
会
員
へ
の
明
示
）
に
伴
い
、
非
効
率

な
業
務
運
営
改
善
の
た
め
、
事
務
処
理

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
方
も
日
頃
か
ら
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
環
境
（
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
の
活
用
と
習
熟
に

努
め
て
頂
き
、
今
後
の
取
り
組
み
に
向

け
て
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
今
後
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
を

　

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受

　

講
し
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
新
法
へ
の
対
応
（
業

務
内
容
、
報
酬
の
額
な
ど
の
就
業
条
件

の
会
員
へ
の
明
示
）
に
伴
い
、
非
効
率

な
業
務
運
営
改
善
の
た
め
、
事
務
処
理

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
方
も
日
頃
か
ら
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
環
境
（
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
の
活
用
と
習
熟
に

努
め
て
頂
き
、
今
後
の
取
り
組
み
に
向

※
今
後
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
を

　

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
受

会員募集中！会員募集中！

小川町シルバー人材センターで働いてみませんか
小川町在住で60歳以上の健康で働く意欲のある方
特に植木剪定の経験のある方・女性の方歓迎︕
多くの会員の皆さんが、町内の企業や公共機関、
一般家庭からの依頼を受け、様々な仕事で活躍
しています。
　　まずは「入会説明会」へ︕
詳しい説明をしますので、入会説明会にご参加ください。

    主な仕事は、植木剪定、草刈り・草とり、
    片付け、農作業、工場内軽作業、施設管理
    などいろいろな仕事があります。

賛助会員のご紹介
賛助会員とは、シルバー人材センター事業
の趣旨に賛同し、事業に協力くださる企業
・団体の皆様です。
小川町商工会
㈱大塚商会　川越支店　　（敬称略）
皆様の温かいご支援、ご協力ありがとうご
ざいます。お寄せいただいた賛助会費は、
運営経費に活用させていただいています。

皆様からのお仕事のご依頼も
お待ちしています︕

こんな仕事頼めるだろうか︖まずは電話でご相
談ください。
シルバー人材センターでお受けする仕事は、臨
時的かつ短期的又はその他の軽易な業務と定め
られており、会員の安全を配慮し、危険、有害
な仕事などはお受けできません。詳しくは同セ
ンターホームページでご確認ください。

お問い合わせは
（公社）小川町シルバー人材センター
小川町大字腰越239番地1
☎0493-72-3448（平日8:15～17:00）
H.P  https://webc.sjc.ne.jp/ogawa/

◎
会
員
の
皆
様
へ
お
願
い

　

就
業
時
に
お
け
る
事
故
等

が
起
き
な
い
よ
う
︑
ま
た
︑

ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た
め
︑

年
に
１
～
２
回
の
健
康
診
断

を
受
け
て
く
だ
さ
い
︒

◎
会
員
の
紹
介
に
つ
い
て

　

お
知
り
合
い
で
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
興
味
が
あ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
︑
是
非
ご
勧
誘
く
だ
さ

い
︒

　

特
に
女
性
会
員
の
入
会
を

募
集
し
て
い
ま
す
︒
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私
は
令
和
５
年
３
月
に
73
歳
で
会
社
を
退

職
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
何
で
も
自
由
に

過
ご
せ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に

は
何
も
す
る
こ
と
が
な
く
出
掛
け
る
所
も
な

く
苦
痛
で
し
た
。
時
に
は
昼
時
に
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
毎
日
の
中
で
昨
年
の
７
月
初
め
に

試
し
と
思
い
妻
が
毎
朝
行
っ
て
い
る
近
所
を

歩
く
こ
と
に
同
行
し
ま
し
た
。

　

片
道
２
キ
ロ
で
往
復
１
時
間
程
度
か
か
り

ま
す
。
歩
い
て
い
る
間
は
何
も
考
え
ま
せ
ん
。

歩
い
た
後
の
爽
快
感
は
最
高
で
し
た
。
今
で

は
雨
の
日
以
外
は
毎
日
歩
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
ま
し
た
。
今
年
４
月
か
ら
竹
沢
公
民

館
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
の
内
容
は
、
公
民
館
利
用
者
へ
の
受

付
管
理
や
館
内
の
環
境
美
化
作
業
で
す
。
就

業
は
、
週
３
回
程
度
、
時
間
は
、
１
日
４
時

間
半
位
で
す
。
多
く
の
利
用
者
の
皆
様
と
の

交
流
が
持
て
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
の
楽
し
み
は
ゴ
ル
フ
と
、
一
緒

に
住
ん
で
い
る
孫
と
遊
ぶ
事
で
す
。
ゴ
ル
フ

の
ス
コ
ア
は
100
前
後
で
す
が
、
ボ
ー
ル
が
真

っ
直
ぐ
に
飛
ん
だ
時
の
気
持
ち
の
良
さ
は
何

と
も
い
え
ま
せ
ん
。
健
康
維
持
と
精
神
衛
生

の
た
め
に
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

孫
は
、
幼
稚
園
の
年
長
で
す
が
毎
日
『
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
‼
』
と
私
を
慕

　

私
の
就
業
先
は
、
県
道
11
号
線
を
熊
谷
に

向
か
い
バ
ス
停
「
八
和
田
学
校
前
」
か
ら
徒

歩
3
、
4
分
の
所
に
あ
る
小
川
町
立
八
和
田

公
民
館
で
す
。

　

就
業
内
容
は
、
日
常
清
掃
、
受
付
業
務
、

建
物
の
保
守
管
理
や
安
全
へ
の
配
慮
な
ど
で
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
男
性
6
名
で
3
交
替
制
の

就
業
と
な
っ
た
為
、
メ
モ
用
紙
・
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
活
用
し
て
情
報
を
共
有
、
業
務
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
協
力
し
つ
つ
、
日

々
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
も
「
5
類
」

に
移
行
後
は
規
制
を
緩
和
し
、
通
常
に
近
い

対
応
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
館
内
に
は

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
設
置
し
、
適
宜
清
掃
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際
は
、
利
用

日
の
3
ヶ
月
前
か
ら
申
し
込
み
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
2
階
に
は
、
防
音
装
置
の
つ

い
た
視
聴
覚
室
が
あ
り
、
音
楽
好
き
の
皆
さ

ん
に
は
好
評
で
ピ
ア
ノ
の
演
奏
練
習
や
合
唱

練
習
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

空
手
教
室
な
ど
各
種
サ
ー
ク
ル
や
公
民
館
主

催
の
公
開
講
座
、
町
役
場
主
催
の
「
百
歳
体

操
」
な
ど
多
種
多
様
で
賑
わ
い
も
増
し
て
き

て
い
ま
す
。
ご
利
用
者
様
全
員
と
お
会
い
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
季
節
毎
に
違
っ
た

活
動
（
七
夕
飾
り
、
文
化
祭
、
み
そ
作
り
等
）

を
通
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
と
出
会
え
る
事
が

楽
し
み
で
す
。

っ
て
く
れ
ま
す
。
一
緒
に
大
声
で
追
い
か
け

っ
こ
を
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
、

働
く
こ
と
に
生
き
が
い
を
持
ち
、
楽
し
く
地

域
社
会
へ
の
貢
献
や
自
身
の
成
長
の
機
会
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

以
前
か
ら
手
掛
け
て
い
た
草
木
の
手
入
れ

や
野
菜
作
り
の
素
人
園
芸
を
定
年
退
職
す
る

の
を
機
に
社
会
貢
献
の
た
め
に
も
、
通
信
教

育
で
庭
園
技
能
講
座
を
受
講
後
、
実
技
を
習

得
し
た
く
職
業
訓
練
校
の
造
園
科
へ
入
学
、

５
ヶ
月
学
び
国
家
資
格
を
取
得
、
最
初
の
頃

は
庭
の
木
を
材
料
に
可
哀
想
な
く
ら
い
に
刈

込
ん
で
修
行
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

色
々
手
掛
け
た
中
で
は
盆
栽
の
幹
を
太
く

す
る
の
に
何
年
も
か
か
る
所
を
庭
木
の
太
い

部
分
に
枝
の
直
径
の
２
倍
位
の
幅
に
樹
皮
と

形
成
層
を
き
れ
い
に
剥
ぎ
取
り
、
そ
の
部
分

に
水
苔
を
巻
き
、
更
に
ニ
ー
ル
で
乾
か
な
い

よ
う
包
ん
で
暖
か
い
時
期
で
あ
れ
ば
３
ヶ
月

位
で
発
根
、
後
は
切
り
離
し
、
労
せ
ず
し
て

太
い
幹
の
鉢
物
が
で
き
ま
す
。
こ
の
取
り
木

の
材
料
は
、
ツ
ツ
ジ
、
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、

い
ぬ
つ
げ
な
ど
毎
年
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
て
な
か
な
か
趣
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
鳥
や
風
の
贈
物
か
、
い
つ
の
間
に

か
生
え
た
三
大
庭
木
の
モ
ッ
コ
ク
や
人
気
の

シ
マ
ト
ネ
リ
コ
、
も
み
じ
な
ど
が
自
生
す
る

の
は
、
自
然
豊
か
な
小
川
町
の
魅
力
で
す
。

巨
木
に
成
ら
な
い
よ
う
に
鉢
植
え
に
し
て
目

隠
し
代
わ
り
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

野
菜
作
り
は
自
給
自
足
の
思
い
か
ら
種
を

ま
き
、
苗
を
育
て
成
長
の
過
程
も
楽
し
み
な

が
ら
足
の
踏
み
場
も
無
い
ほ
ど
プ
ラ
ン
タ
ー

で
作
っ
て
い
ま
す
。
結
果
は
と
も
か
く
、
植

物
の
緑
は
目
の
疲
れ
を
癒
し
た
り
大
脳
皮
質

の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
よ
う

で
す
。
癒
し
に
も
な
る
と
思
い
こ
れ
か
ら
も

楽
し
み
に
続
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
表
紙
に
小
川
町
の
風
景
で
栃
本

親
水
公
園
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
も
異
常
気
象
に
よ
り
、
全
国
的
に

気
温
が
高
く
な
り
、
猛
暑
日
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
に
充
分
注
意
し
、

体
調
管
理
を
怠
り
な
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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大戸　良男

  大畑　寛

八和田公民館

小林　康則

　
　

広
報
委
員

　
　

委

員

長　
　

江
黒　

房
男

　
　

副
委
員
長　
　

神
保　

貞
男

　
　

新

任

者　
　

鷹
尾　

民
江

　
　

新

任

者　
　

大
熊　

廣
一

　
　

退

任

者　
　

山
口　

孝
二

　
　

退

任

者　
　

吉
澤　

章

歩
3
、
4
分
の
所
に
あ
る
小
川
町
立
八
和
田

公
民
館
で
す
。

　

就
業
内
容
は
、
日
常
清
掃
、
受
付
業
務
、

建
物
の
保
守
管
理
や
安
全
へ
の
配
慮
な
ど
で
す

　

今
年
度
よ
り
、
男
性
6
名
で
3
交
替
制
の

就
業
と
な
っ
た
為
、
メ
モ
用
紙
・
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
活
用
し
て
情
報
を
共
有
、
業
務
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
協
力
し
つ
つ
、
日

々
対
応
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
策
も
「
5
類

に
移
行
後
は
規
制
を
緩
和
し
、
通
常
に
近
い

対
応
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
館
内
に
は

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
設
置
し
、
適
宜
清
掃
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
を
ご
利
用
い
た
だ
く
際
は
、
利
用

日
の
3
ヶ
月
前
か
ら
申
し
込
み
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
2
階
に
は
、
防
音
装
置
の
つ

い
た
視
聴
覚
室
が
あ
り
、
音
楽
好
き
の
皆
さ

ん
に
は
好
評
で
ピ
ア
ノ
の
演
奏
練
習
や
合
唱

会員のひろば会員のひろば


